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地域の話題
県森連だより

山火事を 
起こすも防ぐも 
私たち

山火事予防運動実施中

【2/6架線集材視察の現場】【2/6架線集材視察の現場】
根⽻村根⽻村

【2/5架線集材全国サミット】【2/5架線集材全国サミット】
⽊曽⽂化公園⽂化ホール(⽊曽町)⽊曽⽂化公園⽂化ホール(⽊曽町)

　令和８年２月５日（木）～６日（金）に「架線集材全国サミット」を全国で初めて開催しました。
　全国41都道府県から約450名の方が参加され、架線集材の最新の動向について共有するとと
もに、パネルディスカッションを通じて今後の展望についても議論しました。
　また、２日目には、最新機械を活用して架線集材に取り組む現場の視察を行い、実機を通じ
て最新技術の要点やノウハウを学ぶ絶好の機会となりました。（詳細は２ページに記載） 長野の林業

フルカラー版
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【
林
務
部
信
州
の
木
活
用
課
】

【2/5架線集材全国サミット（木曽町）】【2/5架線集材全国サミット（木曽町）】

【2/6現場視察（根羽村）】【2/6現場視察（根羽村）】

「
架
線
集
材
全
国
サ
ミ
ッ
ト 
「
架
線
集
材
全
国
サ
ミ
ッ
ト 

〜
空
に
カ
ケ
ル
道
が
林
業
の
未
来
を
創
る
〜
」を
開
催
し
ま
し
た

〜
空
に
カ
ケ
ル
道
が
林
業
の
未
来
を
創
る
〜
」を
開
催
し
ま
し
た

「
架
線
集
材
全
国
サ
ミ
ッ
ト 

〜
空
に
カ
ケ
ル
道
が
林
業
の
未
来
を
創
る
〜
」を
開
催
し
ま
し
た

〜
空
に
カ
ケ
ル
道
が
林
業
の
未
来
を
創
る
〜
」を
開
催
し
ま
し
た

　

木
曽
谷
・
伊
那
谷
は
、
森
林
・
林
業
の
教
育
機
関
や
試
験
研
究
機
関
が
集
積
し
、

豊
か
な
森
林
資
源
と
木
や
森
の
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
、
全
国
的
に
も
特
色
を
備
え

た
地
域
で
す
。
長
野
県
で
は
、こ
の
地
域
を「
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」

に
位
置
づ
け
、人
材
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
拠
点
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

急
峻
な
地
形
の
中
で
発
展
し
て
き
た
架
線
集
材
技
術
も
大
き
な
強
み
で
あ
り
、
現
在

は
最
新
機
械
を
活
用
し
た
安
全
で
効
率
的
な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
組
を
全
国
へ
発
信
す
る
た
め
、
令
和
８
年
２
月
５
日
に
木
曽
町
で
「
架
線
集
材
全

国
サ
ミ
ッ
ト
」
を
初
開
催
し
、
41
都
道
府
県
か
ら
約
４
５
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
森
林
利
用
学
会
会
長
の
鈴
木
保
志
・
高
知
大
学
教
授
か
ら
「
作

業
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
架
線
集
材
の
可
能
性
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

傾
斜
30
度
以
上
の
急
峻
地
が
多
い
地
域
で
は
架
線
集
材
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
、
ま
た

適
地
で
あ
っ
て
も
技
術
継
承
の
難
し
さ
に
加
え
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
導
入
に
は
10
ｔ
ク

ラ
ス
対
応
の
路
網
整
備
や
高
額
な
導
入
費
が
必
要
と
な
る
と
い
っ
た
課
題
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
近
自
然
施
業
へ
の
対
応
、
作
業
シ
ス
テ
ム
の
国
産
化
、
路
網

と
の
一
体
整
備
な
ど
、
今
後
の
発
展
に
向
け
た
方
向
性
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
先
進
事
例
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
内
外
で
架
線
集
材

や
機
械
開
発
に
取
り
組
む
４
名
の
皆
様
か
ら
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
の
ち
、
植
木

達
人
・
信
州
大
学
名
誉
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
架

線
集
材
の
現
状
と
課
題
」「
省
力
化
と
安
全
性
の
両
立
」「
技
術
定
着
の
条
件
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
、
現
場
か
ら
は
作
業
の
数
値（
定
量
）化
に
よ
る
安
全
性
向
上
や
若
手
育

成
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
、
行
政
か
ら
は
技
術
者
育
成
、
機
械
導
入
支
援
、
相
互
交
流

の
推
進
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
６
日
に
は
、
根
羽
村
で
平
澤
林
産
有
限
会
社
が
実
施
す
る
最
新
の
油
圧
式
集
材

機
を
用
い
た
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
初
め
て
油
圧
式
集
材
機
を
目
に
す
る
参
加
者

も
お
り
、
架
設
・
撤
去
の
手
順
や
安
全
対
策
な
ど
、
実
機
を
通
じ
て
最
新
技
術
の
要

点
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
、
架
線
集
材
へ
の
関
心
と
期
待
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
安
全
性
と
経
済
性
の
両
立
、
技

術
継
承
と
い
っ
た
課
題
は
地
域
を
超
え
て
解
決
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、
今
後
も
全

国
的
な
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。副
題
に
示
し
た「
空
に
カ
ケ
ル
道（
架
線
集
材
）」は
、

急
峻
地
で
の
安
全
・
効
率
的
な
集
材
を
可
能
に
し
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
全
木
集
材

に
よ
る
生
産
性
向
上
な
ど
多
く
の
利
点
を
持
つ
、
ま
さ
に
持
続
可
能
な
「
林
業
の
未

来
を
創
る
」
技
術
で
す
。

　

長
野
県
と
し
て
も
、
架
線
集
材
技
術
の
継
承
と
更
な
る

発
展
に
向
け
、
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

詳細はコチラ ↑詳細はコチラ ↑
（長野県ホームページ）（長野県ホームページ）
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令
和
８
年
２
月
５
日
、
木
曽
文
化
公
園
文
化
ホ
ー
ル
で
「
ス
マ
ー
ト
林
業
実
証
報

告
会
」
を
開
催
し
、
主
伐
・
再
造
林
に
お
け
る
省
力
化
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
、

県
内
の
林
業
事
業
体
３
者
が
取
り
組
ん
だ
実
証
の
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

県
で
は
、
実
用
化
が
進
む
ド
ロ
ー
ン
運
搬
や
林
業
機
械
の
遠
隔
操
作
な
ど
の
新
技

術
に
つ
い
て
、
県
内
の
林
業
現
場
に
お
け
る
有
効
性
を
実
証
し
普
及
を
図
る
た
め
、

「
先
端
林
業
技
術
公
募
・
実
証
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
報
告
会
は
、

こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

報
告
会
で
は
、
同
事
業
で
調
査
・
解
析
等
の
業
務
を

受
託
し
て
い
る
長
野
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
か

ら
、
実
証
成
果
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
調
査
の

動
画
や
工
程
調
査
の
数
値
デ
ー
タ
を
示
し
つ
つ
、
安
全

性
、
施
工
性
、
省
力
化
効
果
、
経
済
性
な
ど
の
評
価
に

加
え
、
導
入
可
能
な
立
地
条
件
、
有
効
な
導
入
方
法
な

ど
の
検
証
結
果
を
説
明
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ラ
ジ
コ

ン
式
草
刈
機
に
つ
い
て
は
、
起
伏
の
あ
る
地
形
で
の
施

工
性
な
ど
に
課
題
が
あ
る
一
方
で
、
購
入
し
た
場
合
の

損
益
分
岐
点
を
踏
ま
え
、
レ
ン
タ
ル
に
よ
る
導
入
が
経

済
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
お
り
、
技
術
を
導
入

さ
れ
る
際
の
判
断
材
料
と
な
る
内
容
で
す
。

今
回
、
会
場
及
び

オ
ン
ラ
イ
ン
の
合
計

で
３
０
０
名
以
上
の

方
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
当
報
告

会
が
関
係
者
に
と
っ

て
新
た
な
気
づ
き
や

連
携
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
ス
マ
ー
ト
林

業
の
さ
ら
な
る
推
進

に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
証
成
果
を
報
告
し
ま
し
た

ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
証
成
果
を
報
告
し
ま
し
た

　
【
信
州
の
木
活
用
課
】

報告会でご紹介した資料
や動画はこちらから 

事業実施主体 技　　術

佐久森林組合  ラジコン式草刈機による下刈等

飯伊森林組合  ドローンによる架線設置

長野森林組合  マシンガイダンス活用クラッシャー
 による地拵え

実証に取り組んだ技術

実証成果を報告実証成果を報告

ふるさとの森林づくり大賞ふるさとの森林づくり大賞
齋藤木材工業株式会社　様齋藤木材工業株式会社　様

ふるさとの森林づくり賞ふるさとの森林づくり賞
受賞者の皆様受賞者の皆様

きのこ料理コンクール  県知事賞きのこ料理コンクール  県知事賞
瀧澤　明花　さん瀧澤　明花　さん

令
和
７
年
度
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
・　

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
８
年
２
月
５
日
に
木
曽
文
化

公
園
に
お
い
て
、「
長
野
県
ふ
る
さ
と

の
森
林
づ
く
り
賞
」
と
「
長
野
県
き
の

こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
合
同
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
表
彰
式
は
、
県
内
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

者
を
称
え
る
と
と
も
に
、
き
の
こ
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
」
で

は
、
県
内
唯
一
の
集
成
材
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
、
国
内
に
お
け
る
大
断
面
集
成
材

の
第
一
人
者
と
し
て
木
材
の
可
能
性
や

技
術
力
を
発
信
し
て
い
る
齋
藤
木
材
工

業
株
式
会
社 

様
が
大
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
受
賞
者
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ

い
て
は
、４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
森
林
政
策
課
・
信
州
の
木
活
用
課
】
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【
信
州
の
木
活
用
課
】

令
和
７
年
度
長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
信
州
き
の
こ
祭
り
推
進
協
議

会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
が
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
き
の
こ
を
メ

イ
ン
食
材
に
し
た
、
ア
イ
デ
ア
に
富
む
料
理
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品
を
広
く
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
に
美
味
し
く
食
べ
て
い
た
だ
き
需
要
を
拡
大
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
応
募
総
数
64
点
の
中
か
ら
、
書
類
審
査
に
よ
り
選
抜
さ
れ
た
８
名
が
、

実
演
審
査
と
し
て
実
際
に
料
理
を
作
り
審
査
員（
学
校
法
人
石
坂
学
園
石
坂
健
一
副

校
長
他
４
名
）が
試
食
を
し
て
審
査
を
行
い
、
最
優
秀
賞
他
４
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
瀧
澤
明
花
さ
ん
の
「
き
の
こ
た
っ
ぷ
り
の
び
ー
る
チ
ー
ズ
お
や

き
」
は
、
米
粉
を
使
っ
た
生
地
が
外
は
カ
リ
カ
リ
、
中
は
モ
チ
モ
チ
と
し
て
お
り
、

き
の
こ
の
風
味
を
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
点
が
評
価
さ
れ
た
作
品
で
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
長
野
都
市
ガ
ス
株
式
会
社
様
に
は
会
場
の
使
用
な
ど
多
大
な
る

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
作
品
の
レ
シ
ピ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ク
ッ
ク
パ
ッ

ド
」
長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

最優秀賞（長野県知事賞）最優秀賞（長野県知事賞）
きのこたっぷりのびーるチーズおやききのこたっぷりのびーるチーズおやき

長
野
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン

長
野
県
公
式
キ
ッ
チ
ン

は
こ
ち
ら
か
ら　

は
こ
ち
ら
か
ら　

↓↓
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令
和
８
年
２
月
10
日
、
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
長
野
県
林
業
士（
以
下
、

「
林
業
士
」）認
定
証
書
授
与
式
を
開
催
し
、
新
た
に
３
名
を
林
業
士
に
認
定
し
ま
し

た
。
県
で
は
、
地
域
林
業
の
中
核
的
人
材
と
し
て
、
昭
和
48
年
か
ら
林
業
士
を
養
成

し
て
お
り
、
認
定
者
の
累
計
は
５
７
６
名
に
上
り
ま
す
。

今
回
林
業
士
と
な
っ
た
３
名
は
、「
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
林
業
士
入
門

講
座
」
を
２
年
間
に
わ
た
っ
て
受
講
し
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
・

技
術
の
習
得
に
加
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
修
了
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
地

域
林
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

授
与
式
の
来
賓
祝
辞
で
は
、
長
年
、
林
業
士
の
認
定
審
査
に
携
わ
っ
て
い
る
信
州

大
学
名
誉
教
授
の
菅
原
總
さ
ん
か
ら
、
認
定
者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
大
切
に
し
て
活

動
を
続
け
る
よ
う
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
挨
拶
に
臨
ん
だ
古

畑
慶
大
さ
ん
は
、
林
業
士
を
目
指
す
過
程
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
に
加

え
、
自
身
の
強
み
を
活
か
し
た
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
た
に
林
業
士
と
な
る
方
々
に
は
、
地
域
林
業
を
け
ん
引
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

昭
和
54
年
に
設
立
し
た
カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研
究
会
は
、
信
州
を
代
表
す
る
カ
ラ
マ

ツ
を
中
心
と
し
て
、
森
林
の
健
全
育
成
か
ら
県
産
材
の
利
用
に
至
る
幅
広
い
分
野
に

つ
い
て
効
果
的
な
研
究
等
を
行
い
、
そ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
発
表
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

１
月
13
日（
火
）に
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
発
表
会
で
は
、
県
外
参
加

者
も
含
む
約
１
５
０
名
の
皆
様
が
来
場
す
る
中
、
次
の
６
つ
の
研
究
等
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、
伐
る
・
植

え
る
・
使
う
と
い
う
今
の
時
代
に

見
合
う
分
か
り
や
す
い
発
表
や
、

試
験
研
究
成
果
等
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
も
カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研

究
会
で
は
、
長
野
県
林
業
の
課
題

と
密
接
に
連
動
し
な
が
ら
、
必
要

な
情
報
を
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
に
３
名
の
長
野
県
林
業
士
が
誕
生
し
ま
し
た

新
た
に
３
名
の
長
野
県
林
業
士
が
誕
生
し
ま
し
た

　
【
信
州
の
木
活
用
課
・
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導
部
】

【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
指
導
部
】

森林・林業セミナー
や林業士入門講座
についてはこちら 

発表内容
については
こちら！

氏　名 居住地

春名　紗季江 南箕輪村

古畑　慶大 南箕輪村

渡邊　崇治 長野市

林業士に認定された皆様（敬称略）

長野県林業士となった（左から）長野県林業士となった（左から）
春名さん、古畑さん、渡邊さん春名さん、古畑さん、渡邊さん

カ
ラ
マ
ツ
林
業
等
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
伐
っ
て
・
植
え
て
・
使
お
う

」
!!
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地域の話題

令
和
8
年
2
月
12
・
13
日
に
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
2
0
2
6（
以
下
、
モ
ク
コ
レ
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
モ
ク
コ
レ
は
、
東
京
都
と

W
O
O
D
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
日
本
各
地
の
木
材
製
品
が
集
ま

る
国
内
最
大
の
展
示
商
談
会
で
す
。「
植
え
る
↓
育
て
る

↓
伐
る
↓
使
う
」
と
い
う
森
林
の
循
環
へ
の
寄
与
を
目

的
に
、
木
材
の
需
要
喚
起
と
利
用
拡
大
を
推
進
す
る
こ

の
展
示
会
に
、
今
年
は
、
39
都
道
府
県
か
ら
約
3
2
0

事
業
者
が
出
展
し
ま
し
た
。

長
野
県
か
ら
は
全
国
で
最
多
の
32
ブ
ー
ス
・
26
事
業

者
が
出
展
し
、松
本
地
域
か
ら
は
、11
事
業
者
の
出
展
と
、

8
事
業
者
の
製
品
展
示
に
よ
る
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や
家
具
、
照
明
と
い
っ
た
比
較

的
大
き
な
製
品
の
他
、
精
油
や
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
と
い
っ

た
小
さ
な
も
の
ま
で
、
県
産
材
を
用

い
た
様
々
な
木
工
製
品
が
ブ
ー
ス
に

揃
い
ま
し
た
。
出
展
者
は
製
品
カ
タ

ロ
グ
や
チ
ラ
シ
を
来
場
者
に
渡
し
て

製
品
の
特
徴
や
コ
ン
セ
プ
ト
の
説
明

を
し
な
が
ら
、
手
に
取
っ
て

質
感
な
ど
を
確
認
し
て
も
ら

い
、
販
売
促
進
に
つ
な
げ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
商
談
だ
け

で
な
く
、
普
段
行
き
会
う
機

会
の
な
い
事
業
者
間
の
交
流

や
、
他
県
ブ
ー
ス
で
の
情
報

収
集
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
松
本
地
域
の

木
工
製
品
に
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
松
本
地
域
振
興
局
林

務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

北
信
地
域
で
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
る
た
め
に
は
、
初
期
保
育
の
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
ス
ギ
の
高
密
度
植
栽
が
下
刈
り
回
数
の
削
減
に
効
果
が
あ
る

か
、
令
和
５
年
度
か
ら
豪
雪
地
帯
の
栄
村
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
地
は
バ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
機
械
地
拵
え
と
人
力
地
拵
え
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
5
，

０
０
０
本
／
ha
、
３
，
０
０
０
本
／
ha
、
２
，
１
０
０
本
／
ha
の
区
画
に
分
け
、
令

和
５
年
の
秋
に
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年
夏
に
競
合
状

態
の
調
査
、
秋
に
成
長
量
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
ま
で
の
調
査

で
は
、
ど
の
区
画
も
ま
だ
樹
冠
が
閉
鎖
し
て
い
な
い
た
め
、
植
栽
密
度
に
よ
る
ス
ギ

の
成
長
量
の
違
い
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
拵
え
方
法
に
よ
る
競
合
植
生
の

状
況
に
は
差
が
見
ら
れ
、
人
力
地
拵
え
の
区
画
で
は
令
和
６
年
・
７
年
と
も
下
刈
り

が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
一
方
で
、
機
械
地
拵
え
の
区
画
で
は
２
夏
経
過
し
て
も
競

合
植
生
が
少
な
く
、
下
刈
り
が
不
要
な
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
樹
高
成
長
に
関
し
て

は
地
拵
え
の
違
い
に
よ
る
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
根
元
径
と
樹
冠
幅
は
機
械

地
拵
え
が
優
位
で
し
た
。
な
お
、
調
査
地
は
例
年
積
雪
1.5
ｍ
に
達
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
現
時
点
で
は
雪
に
よ
る
影
響
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
取
組
は
令
和
９
年

度
ま
で
継
続
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
６
」

に
出
展
し
ま
し
た

北
信
地
域
に
お
け
る
ス
ギ
高
密
度
植
栽
の

調
査
に
つ
い
て

松本地域松本地域

北信地域北信地域

【
北
信
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
北
信
地
域
振
興
局
林
務
課
】

図　機械地拵えと人力地拵えの図　機械地拵えと人力地拵えの
競合状態の比較　　　競合状態の比較　　　

写真　令和6年夏の現地の状況写真　令和6年夏の現地の状況
（左：機械地拵え　右：人力地拵え）（左：機械地拵え　右：人力地拵え）

テーマ展示　―日本の森を巡る旅－テーマ展示　―日本の森を巡る旅－

ブースで展示した様々な木工製品ブースで展示した様々な木工製品 松本地域関連ブース出展状況松本地域関連ブース出展状況

【
松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
松
本
地
域
振
興
局
林
務
課
】

モクコレ2026 HPモクコレ2026 HP
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長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
第
89
回
通

常
総
会
が
、
令
和
８
年
２
月
27
日
に
長
野
県

林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル（
長
野
市
）に
て
、来
賓
・

会
員
の
皆
様
に
多
数
出
席
を
賜
り
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
森
林
組
合
綱
領
の
唱

和
、
吉
田
副
会
長
の
開
会
に
続
き
、
藤
原
会

長
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
ご
来
賓
の
皆
様

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
、
南
佐
久
北
部
森
林
組
合
の
島

崎
代
表
理
事
専
務
を
議
長
に
、第
１
号
議
案
・

令
和
７
年
度
事
業
報
告
等
に
始
ま
り
、
第
10

号
議
案
ま
で
審
議
の
上
、原
案
ど
お
り
承
認
・

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
後
に
は
系

統
利
用
優
良
森
林
組
合
へ
の
感
謝
状
贈
呈
及

び
永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
専
任
職
員
24
名
、

技
能
職
員
31
名
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
世
界
情
勢
の
不
安
定
化
に
よ

る
物
流
の
停
滞
や
資
材
・
燃
料
価
格
の
高
騰

な
ど
経
済
活
動
の
先
行
き
は
依
然
不
透
明
で

す
が
、
昨
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
「
信
州
の

豊
か
な
森
林
と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促

進
条
例
」
に
基
づ
い
て
見
直
さ
れ
る
県
産
材

利
用
方
針
に
よ
り
公
共
建
築
物
等
で
の
県
産

材
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
で
山
地
災
害
や

林
野
火
災
等
の
自
然
災
害
が
激
甚
化
し
て
お

り
、
森
林
の
持
つ
機
能
と
果
た
す
役
割
は
一

層
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

森
林
組
合
の
円
滑
か
つ
適
正
な
組
織
運

営
や
事
業
執
行
に
資
す
る
よ
う
、
組
合
か
ら

の
要
望
等
を
踏
ま
え
研
修
会
や
指
導
監
査
を

行
い
、
各
種
情
報
提
供
、
相
談
業
務
に
努
め
、

森
林
組
合
系
統
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
の

解
決
に
向
け
て
国
、
県
や
県
議
会
等
へ
要
望

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

木
材
の
市
場
価
値
が
高
ま
る
よ
う
生
産

者
へ
の
助
言
等
を
行
う
ほ
か
、
会
員
、
他
県

森
連
と
の
連
携
等
を
通
じ
て
有
利
販
売
に
努

め
、
会
員
へ
の
経
済
的
還
元
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
林
業
に
お
け
る
業
務
の
効
率
化
・
省

力
化
は
必
須
で
あ
り
、
納
材
と
需
要
に
応
じ

た
供
給
の
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
習
得
や
普

及
に
向
け
た
研
修
会
の
開
催
等
を
行
い
ま

す
。
林
業
、
森
林
組
合
の
発
展
や
森
林
整
備

の
充
実
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
る
異
常
な
乾
燥
・
強
風
や
線
状
降
水
帯

の
発
生
に
伴
い
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
林

野
火
災
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
等
が

発
生
し
、
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ
く
り

に
よ
る
国
土
の
強
靭
化
の
重
要
性
を
強
く
認

識
す
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

指
導
事
業
で
は
、
森
林
組
合
の
健
全
な

組
織
運
営
、
執
行
体
制
の
強
化
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
態
勢
の
構
築
等
を
目
的
に
各
種
研

修
会
の
開
催
や
情
報
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、

会
員
組
合
の
事
業
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
必
要
な
予
算
額
の
確
保
に
向
け
、
国
や

県
、県
議
会
等
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

販
売
事
業
で
は
、
大
型
工
場
の
減
産
体

制
は
依
然
と
し
て
続
き
、
運
送
コ
ス
ト
増
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
コ

ス
ト
削
減
を
心
が
け
た
直
送
販
売
や
市
売
で

の
広
葉
樹
集
荷
に
よ
る
高
値
販
売
を
行
い
、

木
材
価
格
維
持
に
務
め
た
結
果
、
年
間
取
扱

量
は
17
万
7
千
㎥
、
取
扱
高
は
25
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
加
工
事
業
は
県
内
外
か
ら
の
地

盤
改
良
材
の
需
要
が
増
加
し
、
計
画
を
達
成

で
き
ま
し
た
。
森
林
保
険
の
取
扱
い
面
積
は

前
年
よ
り
増
え
た
ほ
か
、
購
買
事
業
で
は
松

く
い
虫
対
策
薬
剤
や
労
働
安
全
対
策
資
材
等

の
増
に
よ
り
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

各
森
林
組
合
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に

組
合
長
会
議
を
年
3
回
開
催
し
ま
し
た
。
事

業
全
体
で
は
、
取
扱
高
30
億
円
、
経
常
利
益

は
お
よ
そ
71
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
通
常
総
会

令
和
７
年
度
事
業
報
告

令
和
８
年
度
事
業
計
画
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降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
、
火
災
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
季
節
と
な
り
、
県
内
外
で
林
野
火

災
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
１
月
28
日
に
長
野

県
庁
に
て
、
長
野
県
、
長
野
市
町
村
会
、
長

野
町
村
会
、
長
野
県
農
業
協
同
組
合
長
野
中

央
会
、
長
野
県
消
防
長
会
、
長
野
県
消
防
協

会
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
の
７
団
体
が

林
野
火
災
防
止
の
共
同
宣
言
を
行
い
、
当
会

か
ら
は
藤
原
忠
彦
代
表
理
事
会
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

県
内
で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
共

同
宣
言
に
は
、
安
全
な
火
の
取
り
扱
い
を
徹

底
す
る
こ
と
や
、
乾
燥
や
強
風
で
林
野
火
災

の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
林
野
火
災
注

意
報
・
警
報
を
適
切
に
発
令
す
る
こ
と
、
林

野
火
災
の
危
険
性
の
啓
発
を
強
化
す
る
こ
と

の
３
つ
の
項
目
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
県
民
に

広
く
周
知
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
宣
言
を
踏
ま
え
て
、
当
会
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
林
業
に
従
事
さ
れ
る
全
て
の

皆
様
と
連
携
し
、
山
に
入
っ
て
作
業
を
す
る

際
は
火
の
取
扱
い
に
十
分
に
注
意
し
、
林
野

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
防
火
意
識
を
よ
り

一
層
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
各
地
の
森
林
組
合
協
力
の

も
と
、
当
会
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
も
り

る
＆
ね
り
る
」
を
使
っ
た
啓
発
ス
テ
ッ
カ
ー

を
車
両
に
貼
っ
て
走
行
し
、
火
災
予
防
の
重

要
性
を
地
域
の
皆
様
に
広
く
呼
び
か
け
を
行

う
な
ど
、
大
切
な
山
を
守
る
た
め
に
地
域
一

体
と
な
っ
て
林
野
火
災
防
止
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

こたえあわせ　①ねりるの表情がちがう　②太陽の表情がちがう　③イノシシがサルに変わっている　④左上：雲が吹く風がなくなっている　
⑤歩きタバコしている人がバードウォッチングをしている人に変わっている　⑥真ん中：草がなくなっている　⑦左上：草が鳥になっている　⑧左側の木：枝がなくなっている　
⑨右側の木：枝がなくなっている　⑩真ん中：花の種類が変わっている　⑪焚き火を見ている人の向きがちがう　⑫モグラが人に変わっている　⑬バケツに水がはいっている

林
野
火
災
防
止　

共
同
宣
言
を

行
い
ま
し
た

県森連だより特別ふろく！
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国
民
の
４
割
が
罹
患
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
ス
ギ
花
粉
症
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
、
令
和
５
年
10
月
に
総
理
主
導
に

よ
っ
て
具
体
的
に
花
粉
症
対
策
が
示
さ
れ
、

10
年
後
ま
で
に
花
粉
症
発
生
源
と
な
る
ス
ギ

人
工
林
を
２
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
目
指
し

て
、
伐
採
、
植
替
え
の
加
速
化
が
全
国
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
当
事
業
で
は
ス

ギ
等
の
主
伐
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
林
業
経

営
体
に
森
林
経
営
計
画
策
定
に
か
か
る
費
用

と
し
て
12
万
円
／
ha
が
、
伐
採
・
植
替
え
を

実
施
し
た
森
林
の
所
有
者
に
最
大
35
万
円
／

ha
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

長
野
県
森
連
が
事
業
参
加
者
と
な
っ
て

取
り
ま
と
め
、
令
和
５
年
度
補
正
で
は
栄
村

森
林
組
合
で
、
令
和
６
年
度
補
正
で
は
飯
伊

森
林
組
合
、
長
野
森
林
組
合
、
栄
村
森
林
組

合
で
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ス
ギ
人
工
林
を
所
有
し
、
伐
採
を
検
討

さ
れ
る
方
は
お
近
く
の
森
林
組
合
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

こ
の
度
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
本

所
事
務
所
（
長
野
市
）
会
議
室
の
内
装
の

木
質
化
を
行
い
ま
し
た
。

長
野
県
産
材
の
流
通
に
携
わ
る
な
か

で
、
普
段
自
ら
が
過
ご
す
職
場
に
お
い
て

も
、
よ
り
木
材
に
親
し
み
を
持
て
る
環
境

が
望
ま
し
く
、
ま
た
、
県
内
外
か
ら
迎
え

入
れ
る
来
訪
者
に
県
産
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
空

間
を
創
出
し
た
い
と
い
う
要
望
か
ら
「
長

野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税　

令
和
７
年

度
木
造
・
木
質
化
支
援
事
業
」
を
活
用
し

て
、
実
現
し
ま
し
た
。

全
て
長
野
県
産
材
で
調
達
し
、
床
材

に
は
ア
カ
マ
ツ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
を
敷

き
、
腰
板
に
は
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
を
、
テ
ー

ブ
ル
の
天
板
に
は
ク
リ
を
使
い
ま
し
た
。

明
る
く
、
木
の
ぬ
く
も
り
あ
る
空
間
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
ほ
の
か
に
木
の
香
り
も

あ
っ
て
職
員
に
も
好
評
で
す
。

当
事
業
は
、
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る

民
間
施
設
等
に
お
け
る
県
産
材
利
用
を
通

じ
、
県
産
材
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

利
用
に
つ
な
げ
る
の
を
目
的
に
、
県
産
材
を

使
っ
た
民
間
施
設
等
の
木
造
・
木
質
化
及
び

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
行
う
調
度
品
等
の
設
置
を

対
象
に
、
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

で
、
木
造
化
に
は
最
大
３
，
０
０
０
万
円
、

木
質
化
に
は
最
大
２
０
０
万
円
が
補
助
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
県
内
の
診
療
所
や

保
育
園
、
事
務
所
や
美
容
室
の
木
造
・
木
質

化
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
募
集
は
既
に
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
県
産
材
を
使
っ

た
木
の
空
間
づ
く
り
に
、
活
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

▲

色合いが優しくて、
やすらぐね♪

木のいい香り！

花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進
事
業
を

活
用
し
、
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
ま
す
。

木
造
・
木
質
化
支
援
事
業
を
活
用
し
て

会
議
室
の
内
装
を
木
質
化
し
ま
し
た
！

Before

After
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和８年 令和８年 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語植える木に 夢がふくらむ 緑の郷土植える木に 夢がふくらむ 緑の郷土

信州木材認証製品センター
副理事長 鈴木 吉明
副理事長 村松 敏伸

専務理事 柴田 昌志
事務局長 松本 寿弘

理 事 長 宮崎 正毅

長野県山林種苗協同組合
副理事長 三石  和久理 事 長 神戸  直日

常務理事 松尾  一穂

長野県木材協同組合連合会
理 事 長 宮崎 正毅
副理事長 佐原 良彦
副理事長 澤柳 浩成
副理事長 新井 藤弘

副理事長 麥島 照幸
副理事長 峯村 宗次
専務理事 柴田 昌志
事務局長 松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

一般財団法人

丸山  勝規理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長 宮崎 正毅 副 会 長  水本 　豪
会　  長 村松 敏伸

長野県森林組合連合会
代表理事会長 藤原 忠彦
代表理事専務 村松 敏伸

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長 藤原 忠彦
副理事長 宮崎 正毅

副理事長 水本 　豪
常務理事　 丸山真一郎

長野県治山林道協会
会　 長 羽田 健一郎 役職員一同

長野県造林協会
会 　 長 藤原  忠彦

株式会社 モリレン長野
損害保険代理店・緑化事業設計施工・墓石

長野県林業薬剤防除協会
会 　 長 牧　　司

副 会 長  藤原 忠彦

副会長理事  吉田 満男

長野県水源林造林協議会
白 鳥　 孝会 長

上小林業振興会
会　長 羽田 健一郎 役職員一同

宮澤木材産業株式会社
代表取締役 宮 澤　 遥

支 部 長 宮崎　正毅
副支部長 村松　敏伸

幹 事 長 柴田　昌志
事務局長 田中裕二郎

長野県林業コンサルタント協会
一般社団法人

羽田 健一郎理 事 長

〝森林・林業の総合アドバイザー〝
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和８年 令和８年 
育樹運動標語育樹運動標語育てよう 未来を照らす 希望の木育てよう 未来を照らす 希望の木

平澤林産有限会社
代表取締役 平澤  照雄

伊那市西春近 4105

ア グ ロ 信 州

有限会社 髙 遠 興 産
代表取締役 林　敏行
伊那市山寺 1558-1

松本地域森林林業振興会
役職員一同

下伊那山林協会
役職員一同

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木 曽 山 林 協 会
会　長 役職員一同越原 道廣

佐久森林林業振興会
役職員一同

日本林業土木株式会社
長野出張所 所　長 木村  敏宏
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

長野国有林森林整備協会
副 会 長
会  長

専務理事
長野市大字稲葉字母袋沖 612-2　☎026-285-9070

篠原 　明
由井 正隆

酒井 省三

瑞穂木材株式会社
下高井郡木島平穂高 3228-1

代表取締役社長 宮崎  淳貴

信濃化学工業株式会社
長野市桐原 1-2-12

代表取締役社長 小野  大輔

会　長 山﨑 　明

一般社団法人

長野県林業普及協会

木 曽 森 林 組 合
役職員一同原　久仁男代表理事

組 合 長

一般社団法人

日本森林技術協会
長野事務所 所  長  油 井 章次郎
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-217-2660

林業用薬剤とグリーンメンテナンス



長野の林業 No.404　2026.3　■ 14 ■

私達も緑化推進運動に協力しています。

令和８年 令和８年 
国土緑化運動標語国土緑化運動標語植える木に 夢がふくらむ 緑の郷土植える木に 夢がふくらむ 緑の郷土

佐 久 森 林 組 合
緑を育て山を守る

山岸  喜昭代表理事
組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同坂家  重吉代表理事

組 合 長

松本広域森林組合
役職員一同吉田  満男代表理事

組 合 長

長 野 森 林 組 合
役職員一同和田　 智代表理事

組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

南木曽町森林組合
堀　賢  介代表理事

組 合 長 役職員一同

役職員一同

飯伊森林組合
佐 藤　 健 吉澤 悦史代表理事

組 合 長
代表理事
専　務　

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

石井  公彦代表理事
組 合 長

北アルプス森林組合

諏 訪 森 林 組 合
役職員一同藤森  良隆代表理事

組 合 長

和 合 森 林 組 合

南佐久北部森林組合
佐々木 　勝代表理事

組 合 長

南佐久南部森林組合
由井  明彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

南佐久中部森林組合
黒澤  和夫代表理事

組 合 長役職員一同

役職員一同

役職員一同

役職員一同

村澤  博光代表理事
組 合 長 役職員一同

割田  俊明代表理事
組 合 長 役職員一同

本社　長野市稲葉2413 3　☎026 224 8708

代表取締役 篠原　 明

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白  鳥　孝代表理事
組 合 長
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私達も緑化推進運動に協力しています。

令和８年 令和８年 
育樹運動標語育樹運動標語育てよう 未来を照らす 希望の木育てよう 未来を照らす 希望の木

南安曇木材協同組合
安曇野市穂高 7940 番地 27

組合理事長 佐原  良彦

齋藤木材工業株式会社
小県郡長和町古町 4294

代表取締役社長 齋藤　健

木曽官材市売協同組合
理 事 長 勝 野 智 明

北信州森林組合
役職員一同山﨑　明代表理事

組 合 長

栄 村 森 林 組 合
久保田 道一代表理事

組 合 長 役職員一同

小諸市甲字鞍掛４７４７ 電　話 ０２６７－２３－０８８７
ＦＡＸ ０２６７－２２－１２９３

カラ松日本一を目指しますカラ松日本一を目指します
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

ミラノ・コルティナ冬季五輪では長野県出身選手の活躍もあり、レジェンドの勇退や幾多のメダ

ル獲得に感動を呼び大変盛り上がりましたが、北信木材センターと中信木材センターでは特別市で

ある「広葉樹祭り」が開催され、ホオ、クルミ、さくらなどの大径材に加え、ナラやセン、トチな

どの良質材、クリ、ナラ、さくら、カエデの一般材と多数のご出品をいただきました。伐り旬とも

あり、良質材に応札が集中して高値での取引が行われ、一般材も引き合いが活発で、特別市にふさ

わしい結果となりました。伊那木材センターでもヒノキ、ナラ等、多くの良材が出品され、賑やか

な市売結果となりました。

製材用丸太については、ヒノキ・スギは需要が維持し、カラマツは依然として原木不足による需

要が手堅くあります。合板用丸太も原木不足が続き、需要が保たれていますので、積極的なご出品

をお願いいたします。各木材センターでは、需給に応じた仕分け・椪積みをしてまいりますので、

これから伐採を計画されている方はご相談ください。引き続き、集荷のご協力をお願いいたします。

【長野県森林組合連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の登録をお願いするとともに、出荷の際には、納品書に合法木材認定番号を

記載し、令和７年４月１日施行の「クリーンウッド」法に伴い、合法的に伐採された木材であるこ

との証明する書類（伐採届、森林経営計画認定書 等）の提出をお願いいたします。

※安全のため荷下ろし・積込の際には車止め、またヘルメットの着用をお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


